鎌倉市自治基本条例策定市民会議第３５回策定委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年６月１３日（金）　午後４時～６時

	場　　所　　　　　　　鎌倉市役所　第3分庁舎７０２会議室

	出席者：柳下、郡司、小泉、平倉、小田切、渡辺、松本、橋爪、宅見、鈴木、児島、三嶋
（推進委員会：幸道、山村）

欠席者：木戸、太田、松山、
議事進行担当：議長　小泉

事務局：渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要
１　各グループからの報告
　・1グループ：6月11日　4つの制度設計、前文についてのまとめの討議（未了）

大綱「目的」、今後の進め方についても討議。
次回、6月16日を予定

　・2～5グループ：グループ討議は行っていない。ただし、5グループでは、グループのまとめに対する追加意見があった。
　・6グループ：5月30日に全体会で出された意見についてその対応を話し合った。次回、全体会で回答したいが、本日は提示できる資料がない。6月17日にグループ討議を行い、回答をまとめる予定である。
２　1グループからの条例性格付けに関する文書の確認と整理
　　1グループからの「条例の性格付け」に関する文書を策定委員会で1ページにまとめ、タイトルを付けた（「素案大綱（案）を検討する上で緊急に解決すべき課題」）。これを策定委員会の資料として全体会に提示するかについて協議し、最終パラの文言修正を行った上で次回全体会に提示することとなった（修正は事務局が行う）。

３　新たな市民参加の制度設計に関するまとめ

　・制度設計についての各グループにおける討議の進捗状況等を確認した。

1グループ：まとめ成文中

2グループ：概ね了承（立上げルールの明確化を求める）

3・4グループ：概ね了承

5・6グループ：既に文書提出済み（６グループは地区協議会不要）

　・各制度に対するグループの意見等

地区協議会：1、6グループでは不要との意見（1グループ＝自治法地域協議会で代替できる）　

市民委員会：6グループでは不要との意見

住民投票：反対はないが、整理が必要との意見あり

推進会議：反対はないが、詳細の詰めが必要

【主な意見】

・制度を不要とするグループはその理由と代替案を示すべきである

・イメージの共有化ができていない。例えば、市民委員会も「目的」、「常設か否か」などを明確に示せば議論が深まる

・参政権を行使できる仕組みを作ることが大切

・「公正・中立」など必要な要件を充たすことができるか？理想的ではあるが実行性がないのではないか

・各グループの考え方の共通点・相違点をまとめた資料が必要

【決定事項】

・制度設計に関する各グループの「まとめ」を策定委に提出してもらい、策定委内で議論し、再度グループで議論してもらいたいテーマをグループに返すといったやり取りが必要
・共通のイメージを持てるように、制度を図式化する

４　今後の進め方

次回全体会では、①前回全体会「両論併記」の動議についての協議、②会則委員会からの会則説明の2点を予定する（1時間程度）。残りの時間で「5月30日の6グループ意見に対する意見への回答」を行いたい旨の6グループからの要望があり、これを行うか等について議論した。

【主な意見】

・これまでも策定委を経て全体会に提案してきた経緯がある。手続は踏んでほしい。

・6グループは15件の意見をいただいており、回答する義務がある。6グループへの意見は6グループで回答すればいいもので、策定委を通す必要はないはずである
・今回の1グループの文書のように、合同委で議論し、合同委の提案として全体会に提示する形が理想ではないか

【決定事項】

・本日議論した「素案大綱（案）を検討する上で緊急に解決すべき課題」は、1グループの提案にも関連するものであり、これを全体会の議論の素材とする。大綱案の目的が不十分であるなら、この議論の中で6グループの意見を表明してほしい
・そのための補助資料として、2月6日の資料「大綱（案）討議の経過」の「目的」部分（１～３ページ）を用意する

・次回6月19日全体会では、6グループへの意見に対する6グループからの回答は行わない



	特記事項
・次回の策定委員会は、合同委員会とし、6月24日（火）午前、若しくは6月26日（木）夕刻とする。
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